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5. 対北朝鮮措置
　2006年７月５日、北朝鮮は７発の弾道ミサイルを発射した。その後、北朝鮮は、国際社会の再
三の警告にもかかわらず、2009 年４月、2012 年４月、同年 12月にミサイルを発射し、2006
年 10月、2009 年５月、2013 年２月に核実験を実施した。また、2010 年３月には、北朝鮮は
韓国海軍哨戒艦に対して魚雷攻撃を行った。これらに対し日本政府は、厳重な抗議及び断固たる
非難の意を表明するとともに、国連安保理決議に基づく対北朝鮮制裁措置に加え、我が国から北
朝鮮への渡航自粛要請、北朝鮮籍者の入国の原則禁止、北朝鮮籍船舶や北朝鮮に寄港した船舶の
入港禁止、北朝鮮との輸出入禁止等の対北朝鮮措置を実施してきた。
2014 年５月の日朝合意に基づき、同年７月、日本側は、人的往来の規制措置並びに支払報告及
び支払手段等の携帯輸出届出の下限金額の引下げ措置を解除するとともに、人道目的の北朝鮮籍
船舶の入港を認めることとした。
　しかし、北朝鮮による 2016年１月の核実験及び２月の弾道ミサイルの発射等を受け、同年２月、
人的往来の規制措置、支払手段等の携帯輸出届出の下限額の引下げ措置、北朝鮮向けの支払の原
則禁止措置、人道目的の船舶を含む全ての北朝鮮籍船舶及び北朝鮮に寄港した第三国籍船舶の入
港禁止措置並びに資産凍結の対象となる関連団体・個人の追加指定を実施することとした。また、
同年３月に採択された国連安保理決議第 2270 号に基づき、国連安保理の決定等により制裁対象
として指定された船舶の入港禁止措置や資産凍結等の対象となる関連団体・個人の追加指定等の
対北朝鮮措置を実施することとした。
　また、2016 年９月、北朝鮮が同年に入ってから２回目となる核実験を強行するとともに、同
年中に 20発以上の弾道ミサイルを発射していること、また、拉致問題についても、一日も早い全
ての拉致被害者の帰国を求めてきたにもかかわらず、いまだに解決に至っていないといった北朝
鮮をめぐる情勢を踏まえ、同年 12月、人的往来の規制措置を強化するとともに、北朝鮮に寄港し
た日本籍船舶の入港禁止措置及び資産凍結等の対象となる関連団体・個人の追加指定を実施する
こととした。加えて、同年 11月に採択された国連安保理決議第 2321 号に基づき、資産凍結等
の対象となる関連団体・個人の拡大措置等を実施した。
　さらに、北朝鮮は、2017年に入ってからも、３発のＩＣＢＭ級を含む 17発の弾道ミサイルを
発射したほか、同年９月には過去最大出力と推定される規模の６回目の核実験を実施した。こう
した中、国連安保理において同年６月、８月、９月及び 12月に国連安保理決議第 2356 号、第
2371 号、第 2375 号及び第 2397 号がそれぞれ採択され、これらに基づき資産凍結等の対象と
なる関連団体・個人の拡大措置等を実施したほか、我が国独自の措置として、同年７月、８月、
11月及び 12月に資産凍結等の措置の対象となる関連団体・個人の追加指定を実施した。さらに、
2022 年には、日本の上空を通過するものや、複数の ICBM級弾道ミサイルを含め、前例のない
頻度と態様で 31回に及ぶ弾道ミサイルの発射を行い、2023年に入ってからも弾道ミサイル等の
発射を繰り返して行っている。こうした中、我が国独自の措置として、2022年 4月、10月、12月、
2023年 3月及び 9月に資産凍結等の措置の対象となる関連団体・個人の追加指定を実施した。

拉致された 13 歳の少女 横田めぐみさん

■ �今から45年以上前の昭和52年（1977年）11月15日
日本海に面した新潟の街から一人の少女が忽然と姿を
消しました。

　その日の朝、横田めぐみさんは、
いつものように、お父さん、お母さん、
双子の弟とにぎやかに朝ご飯を食べ、
中学校へ出かけていきました。そし
て、これが家族にとってめぐみさん
を見た最後になってしまったのです。
めぐみさんが帰ってこない !!
　その日の夕方、クラブ活動のバト
ミントンの練習を終えて帰ってくるはずのめぐみさんは、
いつもの時間になっても帰ってきませんでした。家族は、
心配になって、必死でめぐみさんを探しました。警察も、
誘拐や事故、家出、自殺などあらゆることを想定して捜
査を進めました。けれど、目撃者も遺留品さえも見つか
りませんでした。
その夜、めぐみさんは ──
　ずっと後になって出てきた証言によると、お父さんと
お母さんが必死でめぐみさんを探していたとき、めぐみ
さんは北朝鮮の工作員に連れ去られ、40時間もの間、北
朝鮮に向かう船の中の真っ暗で寒い船倉に閉じこめられ
ていたというのです。めぐみさんは、「お母さん、お母さ
ん」と泣き叫び、出入口や壁などあちこち引っかいたの
で、北朝鮮に着いたときには、手の爪がはがれそうになっ
て血だらけだったと言われています。
明るくて元気なめぐみさん
　めぐみさんは、明るく朗らかな少女でした。家族にとっ
て、まるで太陽のような存在でした。歌うのも、絵を描
くのも大好きで、習字やクラシックバレエも習っていま
した。
　めぐみさんがいなくなる前日の 11月 14日はお父さん
の誕生日。めぐみさんは、お父さんにくしをプレゼント
しました。「これからはおしゃれに気をつけてね」という
言葉とともに。
家族の悲しみの日々
　めぐみさんがいなくなった日から、家族の生活は一変
しました。にぎやかだった食卓は火が消えたようになり
ました。
　お父さんは毎朝少し早めに家を出て海岸を見て回りま
した。お母さんも、家事を終えると街のあちこちを歩き
回り、めぐみさんの名前を呼びながら海岸を何キロも歩
きました。
　夜になると、お父さんはお風呂で泣きました。お母さ
んも、家族に分からないように一人で泣きました。どう

してこんな悲しい目にあうのだろう、もう死んでしまい
たい、とも考えました。
　そんな悲しみと苦しみの中、手がかりもないまま時は
流れました。──

■ それから20年後、平成９年（1997年）1 月21日──

めぐみさんが生きている !
　めぐみさんが平壌で生きているという情報が入ったの
です。お父さんの滋さんとお母さんの早紀江さんは「横
田めぐみ」の実名を公表しました。新聞や雑誌が一斉に
報道し、国会でも取り上げられました。
日朝首脳会談
　平成14年（2002年）９月17日、小泉総理（当時）は
北朝鮮を訪問し、金正日国防委員長（当時）と初の首脳会
談を行いました。滋さんも早紀江さんも、これでやっとめ
ぐみさんに会えるという大きな期待を抱きました。この日、
金正日国防委員長（当時）は拉致を認め、謝罪したのです。
　しかし、北朝鮮からの情報は「横田めぐみ死亡」（５人
生存、８人死亡、２人未入境）というショッキングなも
のでした。
納得のいかない北朝鮮の説明
　けれど、これは北朝鮮が一方的に言ってきたことに過
ぎません。北朝鮮からは、納得のいく説明や証拠がいま
だに示されていないのです。平成 16年（2004年）11月、
北朝鮮は、めぐみさんの「遺骨」を提出しましたが、鑑
定の結果、めぐみさんのものと違うＤＮＡが検出されま
した。
決してあきらめない !  あなたをとりもどすまで !
　めぐみさんをはじめ、拉致被害者は、かけがえのない
人生を奪われました。その家族も、激しい悲しみの中で
今も大切な人の帰りを待っています。
　拉致は重大な人権侵害であり、国家主権の侵害です。
一刻も早く、拉致被害者を救い出さなければなりません。
　早紀江さんはこんなふうに話します。
「帰ってきたら、大自然の中につれていってあげたい。北
朝鮮では盗聴器や隠しカメラ
を恐れながら、間違いをしな
いように一生懸命頑張って暮
らしていると思うので、北海
道の牧場のようなところで、
大の字に寝っころがって、『自
由だよー！』って言わせてあ
げたいと思っているんです。」
　あれから、45年以上たった
今も、めぐみさんは北朝鮮に
拉致されたままなのです。

び、議論する「拉致問題に関する中学生サミット」を開催した。
　さらに、北朝鮮人権侵害問題啓発週間においては、政府やＮＧＯは多くの会議、シンポジウム
等を開催し、日本国内外に拉致問題等の解決を訴えている。


